
日
夜
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
闘
う
医
療
関
係
者
に
心
か
ら
感
謝
！

村
民
の
皆
様
、
共
に
こ
の
緊
急
事
態
を
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う！



能
力
を
伸
ば
し
、
社
会
で
自
立
す
る
力
を

育
む
教
育
」
を
推
進
し
ま
す
。

３
点
目
は
、「
信
頼
さ
れ
、
地
域
と
と
も

に
あ
る
学
校
づ
く
り
」
を
推
進
し
ま
す
。

第
２
に
、
社
会
教
育
に
お
い
て
は
、「
結

い
の
心
で
生
き
生
き
と
学
ぶ
活
力
あ
る
宇

検
村
民
の
育
成
」
を
目
標
に
、
以
下
の
２

点
に
取
り
組
み
ま
す
。

１
点
目
は
、「
地
域
全
体
で
子
ど
も
を
守

り
育
て
る
環
境
づ
く
り
」を
推
進
し
ま
す
。

　

２
点
目
は
、「
生
涯
を
通
し
て
学
び
、

活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り
と
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
の
振
興
」
を
推
進
し
ま
す
。

　

村
誌
編
纂
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
２

年
度
以
降
に
民
俗
編
の
発
刊
を
目
指
し
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　　

以
上
、
令
和
２
年
度
の
村
政
運
営
に
対

す
る
所
信
と
施
策
に
つ
い
て
概
要
を
申
し

述
べ
ま
し
た
が
、
課
題
山
積
す
る
中
で
の

村
政
運
営
は
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

財
政
の
乏
し
い
本
村
に
と
り
ま
し
て

は
、
国
、
県
か
ら
の
依
存
財
源
が
主
で
、

厳
し
い
財
政
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
村

民
の
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な
い
こ
と
を

念
頭
に
、
事
業
の
必
要
性
や
優
先
順
位
を

検
討
し
な
が
ら
慎
重
に
予
算
編
成
に
努
め

た
と
こ
ろ
で
す
。

令
和
２
年
度
施
政
方
針

　
毎
年
、
第
一
回
定
例
議
会
で
村
長
が
表
明
す
る
施
政
方
針
は
、
そ
の
年
度
に
お
け
る
政
策
の
方
向

性
を
示
す
も
の
で
す
。
紙
面
の
都
合
上
、
施
政
方
針
の
内
容
を
一
部
抜
粋
し
て
掲
載
い
た
し
ま
す
。

全
文
は
、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開
し
て
い
ま
す
。

令和２年３月６日
宇検村長   元山 公知

農
業
振
興

林
業
振
興

商
工
業
の
振
興

地
籍
調
査

交
通
・
通
信

保
健
福
祉

消
防
・
防
災

教
育
行
政

人
権
教
育
・
啓
発

行
政
改
革
の
推
進
に
つ
い
て

水
産
振
興

観
光
の
振
興

　

令
和
２
年
の
村
政
運
営
に
関
す
る

私
の
基
本
姿
勢
と
所
信
の
一
端
を
申

し
上
げ
、
皆
様
に
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

職
員
の
資
質
向
上
を
図
り
、
民
間
へ
の

委
託
を
有
効
に
活
用
し
な
が
ら
徹
底
し
た

定
員
管
理
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

新
た
に
企
画
観
光
課
を
設
置
し
て
観
光

行
政
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

財
政
指
標
は
大
き
く
改
善
さ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
今
後
も
起
債
残
高
及
び
公
債
費

が
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
優
先
事
業
の
検
討
、
経
常
経
費
の
削

減
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
度
新
規
事
業
と
し
て
、
多
利
用
施

設
巡
回
車
導
入
、
体
験
観
光
多
目
的
交
流

　

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
を
編
成
し
農
家

の
皆
様
の
生
産
意
欲
が
低
下
し
な
い
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

共
同
選
果
場
で
の
選
果
手
数
料
の
助
成

を
行
い
、
本
村
タ
ン
カ
ン
の
品
質
向
上
と

ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

今
年
度
も
引
き
続
き
タ
ン
カ
ン
ジ
ュ
ー
ス

の
試
験
販
売
を
実
施
し
、
来
年
度
以
降

ジ
ュ
ー
ス
等
の
加
工
機
器
の
導
入
を
進
め

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

受
胎
率
の
向
上
、
防
疫
体
制
の
徹
底
を

図
り
子
牛
・
養
鶏
の
品
質
や
生
産
向
上
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

森
林
の
多
面
的
機
能
が
発
揮
で
き
る
よ

う
に
森
林
整
備
と
循
環
型
林
業
の
推
進
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
ク
ロ
マ
グ
ロ
、
ク
ル
マ
エ
ビ
、

　
「
や
け
う
ち
ど
ん
と
券
」
に
つ
い
て
も
、

販
売
期
間
や
券
の
購
入
限
度
額
な
ど
を
検

討
し
今
年
度
も
継
続
し
販
売
い
た
し
ま

す
。

　
「
う
け
ん
市
場
」
に
お
い
て
、
今
後
も

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
よ
る
誘
客
や
委
託
販

売
者
へ
の
生
産
奨
励
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

今
年
度
は
生
勝
・
芦
検
地
区
に
て
継
続

し
て
調
査
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

湯
湾
岳
公
園
の
展
望
台
の
整
備
を
継
続

的
に
実
施
し
ま
す
。

　

う
け
ん
市
場
周
辺
に
体
験
観
光
多
目
的

交
流
施
設
の
建
設
事
業
を
行
な
い
ま
す
。

特
産
品
開
発
や
観
光
メ
ニ
ュ
ー
の
充
実
に

　

多
利
用
施
設
巡
回
車
を
導
入
し
、
高
齢

者
の
積
極
的
な
外
出
と
観
光
客
利
用
も
勧

め
新
た
な
産
業
発
展
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

県
道
曽
津
高
崎
線
の
平
田
工
区
の
改
良
事

業
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。
湯
湾
新
村
線

の
赤
土
山
工
区
に
つ
い
て
は
、
新
た
な

ル
ー
ト
の
検
討
も
含
め
た
計
画
策
定
を
県

及
び
国
に
要
望
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

村
道
関
係
に
つ
い
て
は
、宇
検
船
越
線
、

屋
鈍
曽
津
高
崎
線
の
改
良
工
事
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
も
地
域
共
生
社
会
の
実
現

に
向
け
た
包
括
的
支
援
体
制
整
備
事
業
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ

き
、
創
意
工
夫
・
努
力
を
行
い
な
が
ら
、

事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

今
後
も
結
婚
５
０
年
を
記
念
と
し
た
合

同
金
婚
式
を
継
続
し
て
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

宇
検
村
診
療
所
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
週
５
日
診
療
で
、
村
民
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
診
療
体
制
を
築
い
て
ま
い
り
ま

す
。

　

障
害
者
が
自
ら
の
能
力
を
最
大
限
に
発

揮
し
自
己
実
現
で
き
る
よ
う
、
第
５
期
障

害
者
計
画
及
び
障
害
者
福
祉
計
画
に
則
し

た
相
談
・
支
援
・
情
報
提
供
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

　

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
保

健
福
祉
課
内
に
設
置
し
専
門
職
に
よ
る
切

れ
目
の
な
い
支
援
体
制
を
構
築
し
て
い
ま

す
。

　

令
和
３
年
度
か
ら
実
施
予
定
の
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、
関
係
団
体
と

協
議
を
し
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
も
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し

て
、
出
産
祝
い
金
や
入
学
祝
い
金
等
も
継

続
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
対
策
に
つ
い
て
は
、

年
間
を
通
じ
て
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
生
活

環
境
の
保
全
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
に
つ
い
て
は
、

公
共
施
設
等
の
省
エ
ネ
対
策
を
全
庁
的
に

進
め
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
抑
制
を
積

極
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

自
然
保
護
、
環
境
保
全
に
つ
い
て
は
マ

ン
グ
ロ
ー
ブ
、
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
ア
ユ
、
サ

ン
ゴ
礁
な
ど
の
保
全
や
外
来
種
な
ど
の
駆

除
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

海
岸
漂
着
物
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
国
の
補
助
事
業
を
活
用
し
、
海

岸
の
環
境
保
全
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

希
少
動
物
を
守
る
た
め
に
、
引
き
続
き

野
良
猫
Ｔ
Ｎ
Ｒ
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

不
妊
手
術
や
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
装
置
の

助
成
を
今
後
も
継
続
し
、村
内
の
ノ
ネ
コ
・

野
良
猫
の
発
生
源
対
策
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

引
き
続
き
、
国
・
県
の
補
助
事
業
も
活

用
し
て
合
併
浄
化
槽
の
設
置
促
進
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

漁
業
集
落
排
水
施
設
に
つ
い
て
は
、
維

持
管
理
費
が
今
後
も
増
え
て
い
く
た
め
、

新
た
に
合
併
浄
化
槽
を
整
備
し
て
い
く
こ

と
も
視
野
に
入
れ
考
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

人
権
の
尊
重
さ
れ
る
む
ら
づ
く
り
に
努

め
、
相
談
所
開
設
等
、
継
続
し
た
人
権
啓

　

村
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
む
ら
づ
く

り
は
、
最
も
重
要
な
施
策
の
基
本
と
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

防
災
備
品
、
災
害
食
料
の
備
蓄
や
迂
回

路
の
確
保
、
海
上
輸
送
の
早
期
対
応
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

避
難
所
と
な
る
公
民
館
に
つ
い
て
も
、

老
朽
化
の
激
し
い
公
民
館
か
ら
整
備
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

消
防
タ
ン
ク
車
を
新
規
に
購
入
、
各
分
団

車
両
間
に
移
動
系
無
線
を
配
備
し
有
事
へ

の
備
え
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
自
助
、
共
助
、
公
助
の
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
村
民
が

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

村
民
交
流
助
成
金
を
支
給
し
関
係
人
口

の
拡
大
に
努
め
郷
友
会
と
村
の
活
性
化
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。　
　

真
珠
等
各
事
業
者
・
村
漁
協
な
ど
関
係
機

関
と
連
携
し
、
漁
場
の
環
境
整
備
・
漁
業

従
事
者
の
確
保
・
定
着
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

施
設
整
備
事
業
や
消
防
タ
ン
ク
車
購
入
を

行
い
ま
す
。

発
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

生
活
環
境
・
自
然
環
境
保
全

　

第
１
に
、
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、「
生

き
る
力
を
備
え
た
元
気
な
宇
検
村
の
子
ど

も
の
育
成
」
を
目
標
に
、
以
下
の
３
点
に

取
り
組
み
ま
す
。

１
点
目
は
、「
お
互
い
の
人
格
を
尊
重
し

豊
か
な
心
と
健
や
か
な
体
を
育
む
教
育
」

を
推
進
し
ま
す
。

２
点
目
は
、「
未
来
を
切
り
拓
く
た
め
の
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楠田　綾香（32）
議会事務局（宇検出身）

令
和
２
年
度
当
初
予
算

歳
出

令和２年度特別会計予算 　　　　

村民一人あたりに使われるお金　　

歳
入

令和２年度の主な事業一覧　　　　
総務費

グリーンスローモビリティ車両購入 650 万円

民生費

包括支援体制整備 1,492 万円

衛生費

海岸漂着物回収処理 778 万円

農林水産業費

輸送コスト支援 4,856 万円

商工費

体験観光多目的交流施設整備 6,000 万円

土木費
宇検船越線・屋鈍曽津高崎線
整備

2 億 2,739 万円

消防費

消防タンク車購入 6,000 万円

教育費

共同調理場建設事業設計委託 1,000 万円

議会費 36,065 円
総務費 285,357 円
民生費 276,515 円
衛生費 117,729 円
農林水産業費 192,887 円
商工費 77,547 円
土木費 346,404 円
消防費 113,896 円
教育費 153,929 円

会計区分 予算額（円） 増減（前年度比）
国保事業 2 億 3,266 万円 △ 5,262 万円
国保施設事業 7,928 万円 473 万円
簡易水道事業 2 億 3,433 万円 △ 3,963 万円
農業集落排水事業 １億 3,920 万円 △ 85 万円
漁港漁村集落排水事業 1,840 万円 40 万円
介護保険事業 2 億 7,619 万円 △ 235 万円
後期高齢者医療事業 3,493 万円 221 万円

 ※人口：1,670人（令和 2 年 3月末現在）で計算

新規採用職員

丹羽　春貴（21）
建設課（湯湾出身）

役場の職員になったからには、
村民に頼りにされる存在になれ
るよう努めたいと思います。

森　妙子（33）
住民税務課（名柄出身）

気軽に声かけてください。よろし
くお願いします。

元気いっぱい笑顔でがんばりま
す。よろしくお願いします。

戸内　大吾（25）
総務課（名瀬出身）

宇検村の一員として認められる
ように頑張ります！！

柳原　海（23）
住民税務課（湯湾出身）

窓口業務を担当しています。気
軽に話しかけてください。

児玉　啓介（25）
教育委員会（大和村出身）

宇検村のために一生懸命努めま
す。

地域おこし協力隊 桑野　由里子（48）
企画観光課（神奈川県出身）

宇検は居心地が良すぎて幸せで
す。宇検のため、自分自身の老
後のためにも頑張ります。

令和2年 3月1日付で新しい隊員を任命しました。
今号のみ広報紙編集を担当し、今年度は移住定住、
ふるさと納税、観光・物産についての企画提案を担
当します。

令和2年 4月1日付で6名を採用しました。

役場組織再編 令和2年 4月1日付で「総務企画課」が「総務課」と「企画観光課」に分かれました。
観光に関わる業務は、産業振興課に代わって企画観光課が担当します。

総
務
課

会
計

住
民

税
務
課

保
健

福
祉
課

企
画

観
光
課

村
長
室

第
一

会
議
室

WC 階
段

階
段

1階

産
業

振
興
課

建
設
課

防
災
無
線
室

第
二

会
議
室

WC 階
段

階
段

２階

議
員

控
え
室

議
会

事
務
局

議
会

議
事
堂

議
長
室

宇検村鳥獣被害対策実施隊
令和2年 4月1日付で任命しました。実施隊の主な
活動は鳥獣の捕獲活動、追い払い、被害農地の調
査等となっています。詳しくは宇検村ホームページま
たは役場産業振興課へお問い合わせください。 渡 博道 倉本 求 玉利 和也

副
村
長

宇検村役場本庁舎　見取図（令和２年４月１日～）

　

本
年
度
の
予
算
は
、
一
般
会
計
が
30
億
７
千
８
６
１
万
４
千
円
で
、
前
年
度
対
比

４
％
︵
額
に
し
て
１
億
１
千
７
２
３
万
４
千
円
︶
の
増
額
予
算
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
特
別
会
計
は
、
10
億
１
千
４
９
９
万
８
千
円
で
前
年
度
比
８
％
︵
額
に
し
て

８
千
８
１
１
万
円
︶
の
減
額
予
算
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、

独
立
採
算
制
の
も
と
運
営
を
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
所
で
す
が
、
依
然
と

し
て
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
で
運
営
を
行
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。

　

厳
し
い
状
況
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
村
に
住
み
続
け
た
い
、
行
っ

て
み
た
い
と
言
わ
れ
る
宇
検
村
を
目
指
し
、
誠
心
誠
意
、
村
政
運
営
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
令
和
２
年
度
施
政
方
針
よ
り
︶

歳
出

歳
入
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FM-UKEN is Celebrating it's 10th Anniversary

エフエムうけん 開局10 周年
見上げてごらん うけんの星を

　鹿児島県では、地域の文化活動や環境保全、
地場産品振興など、幅広い分野で地域貢献活動
を行なっている個人や団体を表彰しています。こ
のたび、阿室集落の後藤恭子さんが表彰を受け
ました。特産品の開発・生産や親子山村留学の
受け入れ活動等が高く評価されています。

R1.11.22 宇検村合同金婚式

　結婚50周年を記念してお祝いする金婚式。宇
検村では毎年11月22日に合同金婚式を開催し、
昨年度は2組、これまで合わせて162組の方が
参加されました。合同金婚式はご本人の申請で参
加することができます。希望される方は役場保健
福祉課までお問い合わせください。

R1.11.27 地域貢献活動で表彰

R1.12.7「いかのおすし」覚えてね！

　鹿児島県警察の新しいマスコット「かごパトく
ん」と、瀬戸内警察署の職員さんが田検保育所
の発表会に登場。防犯の合言葉「いかのおすし」
を子供達に教えてくれました。もし知らない人に
声をかけられたらどうすればいいか、覚えていて
くださいね。

R1.12.8 お魚祭り

　宇検村漁業共同組合と漁協青年部が主催する、
赤字覚悟のお魚祭り。通常より安価な赤ウルメや
ハージンなどの地魚や、てんぷら、みそ漬けなど
の加工品が並び、来場者は競うように購入。その
場で食べられるイカスミ汁・エビ汁等の販売や抽
選会もあり、会場は熱気に包まれました。

R1.12.10 高倉を改修

　平成27年以来４年ぶりに、役場にある高倉の
屋根の葺き替え作業を行いました。この高倉は、
湯湾出身の吉田菊太郎氏から昭和46 年に村に
寄贈されたものです。葺き替え材料の茅は、奄美
市笠利町、龍郷町で栽培されているものを使用し
ました。

星よりたくさんのありがとう！

　防災無線放送機器の老朽化にともな
い、平成 22年に開局した宇検村のコ
ミュニティFM「エフエムうけん」が令
和２年1月4日で10周年を迎えました。　
　2月23日に元気の出る館で行われた
記念イベントでは、大島高校吹奏楽部、
大島高校ダンス同好会、サーモン＆ガー
リックのステージと、豪華な賞品が当た
る大抽選会が行われ、村内外からたく
さんのリスナーが来場していました。

　村民の皆さま、10周年感謝祭には多くの方 に々集
まって頂き、にぎやかで楽しい感謝祭になりました事、
本当にありがとうございました。月並みですが長いよ
うで短い10年だったと思います。
　スタジオには、わが事として使命を持って収録に
来て下さる方々、故郷にラジオ局が出来た事を珍しそ
うに見に来て下さる方々、宇検村の情報を求めて来
られる観光客の方など、これまでたくさんの方がいらっ
しゃいました。
　さらに、子供達やメールや電話でのおつき合い。
何より「聴いたよ」と言って下さる地元の声。全てが
10年の支えになっています。そして、一緒にラジオを
やってみたいという方。お待ちしています。
　これからも今まで同様、エフエムうけんを可愛がっ
て下さい。ありがとうございました。

　　　　　　エフエムうけん事務局長　向山ひろ子
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R2.2.14 大学生がミニコンサート

　2月12日～15日に、東京にある東洋大学の
混声合唱部が奄美大島で演奏旅行を行いました。
14日には田検小学校を訪れ、ミニコンサートを
開催。ジブリの映画音楽など馴染みのある歌や、
I LOVE 宇検村、田検小の校歌なども披露。部員
の方々は奄美大島を満喫して帰られたようです。

R2.2.23 ゆいの市＆

           いきいき健康フェスタ

　宇検村元気の出る館にて、宮城県七ヶ宿町との
交流イベントと役場保健福祉課のイベントを合同
で開催。まぐろの解体ショー＆販売、大型ドロー
ンのデモ飛行、おしごと体験、健康朝ごはんの
試食など、たくさんの人でにぎわいました。

R2.2.23~27めざせ日本一！陸上合宿

　全日本大学駅伝の予選に向け、大阪経済大学
陸上競技部が、村総合運動公園陸上競技場を拠
点に合宿を行いました。長距離ヘッドコーチの竹
澤健介さんが、環境や気候の良さから合宿先を
決定。26日には元山村長が表敬訪問を受けまし
た。

R2.3.10 新しいポンプ車が届きました

　総務省消防庁より、宇検村消防団に小型動力
ポンプ車と救助資機材が貸し付けられ、湯湾分
団車庫に配備されました。ポンプは98kgと軽量、
静音で放水中でも会話ができます。保池団長は「実
際に活躍することのないよう、予防啓発と安心安
全につとめたい」と話しました。

R2.3.29あしゃげの面影、あずまやへ

　かつてのノロ祭祀の場として、阿室集落のシンボ
ルでもあった「あしゃげ」が昨年、老朽化のため取
り壊しに。村は集落の要望を受け、県の令和元年
度地域振興事業を活用し観光交流拠点施設のあず
まやを整備。住民が見守る中、シマに伝わる新築の
お祓いが行われ、集落の繁栄を願いました。

R1.12.22 第 8回うけん市場祭り

　宇検村観光物産協会が年に１度のうけん市場
祭りを開催しました。宮城県七ヶ宿町産のりんご
や源流米、宇検産の車海老などの魚介類やおさ
かなバーガー、アテモヤなど、９つのブースが出
店し大盛況でした。村外からのお客さんも回を重
ねるごとに増えているようです。

R2.1.5 消防出初式

　新年の恒例行事、宇検村消防団の出初式が総
合運動公園で行われました。田検小学校鼓笛隊
の演奏にあわせて各消防団が入場、緊張感のあ
る消火訓練の様子が披露されました。全分団に
よる一斉放水では、快晴の空があざやかな放水
に彩られ、歓声があがりました。

R2.2.2 第22回完走歩大会

　村民の健康づくりを目的に、宇検村体育協会
主催の完走歩大会が行われました。陸上競技場
を起点に、運動公園外周の「3kmコース」223 名、
田検折り返し「5kmコース」53 名、湯湾岳方面
折り返し「5kmトレイルコース」44名の、計320
名が参加しました。

R2.2.7 障がいについて学ぼう

　地域で生活をする障がいのある人についての
理解を深めるため、奄美地区地域自立支援協議
会による出前授業が田検小学校で行われました。
グループワークでは、精神障がいや発達障がい
等の見えにくい障がいについて、協議会メンバー
と子供達が一緒に話し合い、発表を行いました。

R2.3.31葛原先生出発式

　宇検診療所で前年度まで勤務していただいた
葛原敬八郎先生が、新たな赴任地・鹿児島徳洲
会病院へ向けて出発されました。あいにくの雨模
様でしたが、役場の高倉下には住民の方々が集ま
り、チヂンを打ち、八月唄でお見送りが行われま
した。
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宇
検
村

せ
い
か
つ
情
報
局

国民健康保
健税 介護保険料 後期高齢者

医療保険料 住民税 固定資産税 軽自動車税

納
付
期
限

１期 令和 2 年
6 月 30 日

令和 2 年
6 月 30 日

令和 2 年
7 月 31 日

令和 2 年
6 月 30 日

令和 2 年
6 月1 日

令和 2 年
6 月1 日

２期 令和 2 年
7 月 31 日

令和 2 年
7 月 31 日

令和 2 年
8 月 31 日

令和 2 年
8 月 31 日

令和 2 年
7 月 31 日

３期 令和 2 年
8 月 31 日

令和 2 年
8 月 31 日

令和 2 年
9 月 30 日

令和 2 年
11 月 2 日

令和 3 年
1 月 4 日

４期 令和 2 年
9 月 30 日

令和 2 年
9 月 30 日

令和 2 年
11 月 2 日

令和 3 年
2 月1 日

令和 3 年
3 月1 日

５期 令和 2 年
11 月 2 日

令和 2 年
11 月 2 日

令和 2 年
11 月 30 日

６期 令和 2 年
11 月 30 日

令和 2 年
11 月 30 日

令和 3 年
1 月 4 日

７期 令和 3 年
1 月 4 日

令和 3 年
1 月 4 日

令和 3 年
2 月1 日

８期 令和 3 年
2 月1 日

令和 3 年
2 月1 日

令和 3 年
3 月1 日

９期 令和 3 年
3 月1 日

令和 3 年
3 月1 日

令和 3 年
3 月 31 日

10 期 令和 3 年
3 月 31 日

令和 3 年
3 月 31 日

職
業
訓
練
指
導
員

講
習
の
ご
案
内

奄
美
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

無
料
法
律
相
談

裁
判
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

　

裁
判
や
調
停
で
決
ま
っ
た
の

に
、
お
金
が
払
わ
れ
ず
困
っ
て

い
ま
せ
ん
か
？

　

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
改

正
民
事
執
行
法
が
施
行
さ
れ
、

第
三
者
か
ら
も
強
制
執
行
の
申

立
て
に
必
要
な
情
報
の
取
得
手

続
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。　

　

債
務
名
義
（
判
決
や
和
解
調

書
等
）
が
あ
れ
ば
、
裁
判
所
に

申
立
て
を
し
て
、
次
の
情
報
の

提
供
を
命
じ
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

①
預
貯
金
口
座
の
有
無
・
口

座
番
号
・
残
高
等
↓
金
融
機

関
へ

②
所
有
不
動
産
の
有
無
や
場

所
等
↓
登
記
所
へ

③
勤
務
先（
給
料
等
）の
有
無
・

名
称
や
場
所
↓
市
町
村
等
へ

く
わ
し
く
は
、
最
寄
り
の
裁
判

所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
地
方
裁
判
所
名
瀬
支
部

☎
０
９
９
７
︲
５
２
︲
５
７
４
１

５
〜
７
月　

相
談
日
の
お
知
ら
せ

　
　

(

派
遣
相
談
）

※
必
ず
電
話
予
約
が
必
要
で
す

５月１４日(木) 和 田 知 彦 弁護士 午後１時～４時３０分
５月２１日(木) 池 田 征 弘 弁護士 午前９時３０分～１１時３０分
５月２８日(木) 尾 之 上 玲 弁護士 午前１１時～１２時、午後１時～３時３０分
６月１１日(木) 菅 野 浩 平 弁護士 午後１時～４時３０分
６月１８日(木) 大 倉 克 大 弁護士 午前９時３０分～１１時３０分
６月２５日(木) 山 口 大 観 弁護士 午前１１時～１２時、午後１時～３時３０分
７月　９日(木) 大 倉 克 大 弁護士 午後１時～４時３０分
７月１６日(木) 和 田 知 彦 弁護士 午前９時３０分～１１時３０分
７月３０日(木) 本 田 剛 弁護士 午前１１時～１２時、午後１時～３時３０分

　

職
業
訓
練
指
導
員
は
、
公
共

ま
た
は
民
間
の
職
業
訓
練
施
設

等
に
お
い
て
、
求
職
者
を
対
象

に
ア
ド
バ
イ
ス
や
指
導
を
行
う

た
め
の
資
格
で
す
。

　

こ
の
講
習
は
、
職
業
訓
練
指

導
員
と
し
て
必
要
な
能
力
を
付

与
す
る
た
め
、
厚
生
労
働
大
臣

の
指
定
す
る
講
習
実
施
要
項
に

よ
り
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
講
習
終
了
後
に
鹿
児

島
県
知
事
に
申
請
す
る
こ
と
で

職
業
訓
練
指
導
員
免
許
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

講
習
日

令
和
２
年
７
月
28
日(

火)

〜
30
日(

木)

・
８
月
４
日

(
火)

〜
６
日(

木)
計
６
日
間
（
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
）

会
場鹿

児
島
高
等
技
術
専
門
学
校

鹿
児
島
市
草
牟
田
２
丁
目

36-

39

受
講
資
格
（
主
な
も
の
）

①
技
能
検
定
（
国
家
検
定
）

の
１
級
・
単
一
等
級
合
格
者

②
職
業
能
力
開
発
校
修
了
者

で
４
年
〜
10
年
の
実
務
経
験

者③
学
校
教
育
法
に
よ
る
免
許

職
種
に
関
す
る
学
科
を
修
め

た
者
で
、
大
学
卒
者
２
年
、

短
期
大
学
・
高
等
専
門
学
校

卒
者
４
年
、
高
等
学
校
卒
者

７
年
の
実
務
経
験
の
あ
る
者

受
付
期
間

令
和
２
年
５
月
18
日(

月)

〜
29
日(

金)

必
着

定
員

30
名
（
先
着
）

受
講
料　

１
５
，
６
０
０
円

　
　
　
　
　
（
テ
キ
ス
ト
代
込
）

　

受
講
案
内
は
鹿
児
島
県
職
業

能
力
開
発
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
込
先

鹿
児
島
県
職
業
能
力
開
発
協
会

担
当
：
中
山

☎
０
９
９
︲
２
２
６
︲
３
２
４
０

相
談
時
間
は
ひ
と
り
30
分
で

す
。
担
当
弁
護
士
は
予
定
で

す
。
多
く
の
方
に
ご
利
用
い

た
だ
く
た
め
、
原
則
ひ
と
り

年
１
回
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

◎
相
談
場
所

奄
美
市
役
所
内
相
談
室

◎
お
問
い
合
わ
せ
・
予
約
先

奄
美
市
　
市
民
協
働
推
進
課

市
民
生
活
係

☎
０
９
９
７
︲
５
２
︲
１
１
１
１

　
　
　
　
　
︵
内
線
５
２
６
３
︶

宇
検
村
役
場
　
住
民
税
務
課

☎
０
９
９
７
︲
６
７
︲
２
２
１
１

鹿
児
島
県
の
最
低
賃
金
が
令

和
元
年
10
月
３
日
よ
り
時
間

額
７
９
０
円
に
改
正
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、鹿
児
島
県
の
特
定
（
産

業
別
）
最
低
賃
金
も
下
表
の
と

お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

■
最
低
賃
金
は
、
臨
時
、
パ
ー

ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
す
べ
て

の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
、
使
用

者
は
労
働
者
に
対
し
、
最
低
賃

金
額
以
上
の
賃
金
を
支
払
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

■
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金

は
、
県
内
の
特
定
の
産
業
の
労

働
者
と
使
用
者
に
適
用
さ
れ
ま

す
。
地
域
別
と
産
業
別
の
両
方

の
最
低
賃
金
が
同
時
に
適
用
さ

れ
る
場
合
に
は
、
高
い
方
の
最

低
賃
金
額
以
上
の
賃
金
を
支
払

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

な
お
、「
外
国
人
技
能
実
習
生
」

は
、「
技
能
習
得
中
の
も
の
」

に
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

■
最
低
賃
金
に
は
、
次
の
賃
金

は
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。

①
臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金

（
結
婚
手
当
な
ど
）

②
一
月
を
超
え
る
期
間
ご
と

に
支
払
わ
れ
る
賃
金
（
賞

与
な
ど
）

③
時
間
外
・
休
日
・
深
夜
労

働
に
対
す
る
割
増
賃
金

④
精
皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
、

家
族
手
当

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
労
働
局
賃
金
室

☎
０
９
９
︲
２
２
３
︲
８
２
７
８

名
瀬
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
９
９
７
︲
５
２
︲
０
５
７
４

産業名 時間額 効力発生日 適用範囲

電子部品・デバ
イス・電子回路、
電気機械器具、
情報通信機械
器具製造業（医
療用計測器製
造業を除く、た
だし心電 計製
造業は含む）

812円
令和元年
12 月
19 日

次に掲げる者を除く。（ただし、鹿児島県最低賃金は適用されます。）
① 18 歳未満又は 65 歳以上の者
②雇入れ後 6 月未満の者であって、技能習得中のもの
③次に掲げる業務に主として従事する者

イ　清掃又は片付けの業務
ロ　手作業により又は手工具若しくは小型動力機を用いて行う
組線、巻線、かしめ、取付け、バリ取り、かえり取り、鋳バリ
取り、刻印又は選別の業務（これらの業務のうち流れ作業の中
で行う業務を除く。）
ハ　手作業による包装、袋詰め、箱詰め、材料の送給又は取り
そろえの業務

自動車（新車）
小売業 844円

令和元年
12 月
29 日

次に掲げる者を除く。（ただし、鹿児島県最低賃金は適用されます。）
① 18 歳未満又は 65 歳以上の者
②雇入れ後 6 月未満の者であって、技能習得中のもの
③清掃又は片付けの業務に主として従事する者

百 貨 店、 総 合
スーパー 790円 左記の最低賃金は、令和元年度は改正がありませんでした。このため、令和

元年 10 月 3 日から鹿児島県最低賃金 790 円以上の支払いが必要となります。

鹿
児
島
県
の

最
低
賃
金
改
正
に
つ
い
て

九
州
電
力
か
ら
の

お
願
い

電
線
の
近
く
で
の
魚
釣
り
や

鯉
の
ぼ
り
の
掲
揚
は
、
感
電
事

故
に
つ
な
が
り
ま
す
。
絶
対
に

お
や
め
く
だ
さ
い
。

村
税
は
期
限
内
に

納
め
ま
し
ょ
う

　

村
税
及
び
各
保
険
料
の
納
付

に
は
、
安
全
！
便
利
！
確
実
！

な
口
座
振
替
を
お
す
す
め
し
ま

す
。

　

役
場
会
計
課
・
金
融
機
関
な

ど
に
納
付
に
行
か
な
く
て
も
、

納
期
ご
と
に
自
動
的
に
指
定
の

金
融
機
関
口
座
か
ら
振
替
納
付

さ
れ
る
の
が
口
座
振
替
制
度
で

す
。

　

お
近
く
の
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
ま

た
は
奄
美
信
用
組
合
の
窓
口
で

お
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。
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鹿児島県は、脳卒中
の死亡率が全国平均
の1.4倍。
なかでも宇検村は死
亡比・患者数の伸び
率ともにトップクラス
で、脳卒中警報が発
令中です！！

脳卒中の発症には、喫煙・多量飲酒など、「乱れた生活習慣」が深く関与しています。これ
を改善しないままでいると、高LDLコレステロール血症、糖尿病などの生活習慣病を招いて
しまいます。生活習慣病は、脳卒中の危険因子であり、複数持っていると脳卒中にかかる確
率が飛躍的に高まっていくことがわかっています。できるだけ早い段階での対策が脳卒中予防
につながります。

脳卒中予防の一つとして野菜をたっぷり食べることが必要です！野菜に含まれるカリウムには
食塩を体から排出する働きがあり、食物繊維には肥満や糖尿病を防ぐ働きがあります。

毎日＋１皿の野菜料理を食べましょう！
（公益社団法人　日本脳卒中協会作成の資料をもとに構成）

保
健
福
祉
だ
よ
り

危険︕　宇検村のメタボ予備群　２０．１％ 　　　　　　　　
鹿児島県でワースト1 位です（平成２９年度特定健診受診者分）
健診は受けた後が大事です︕
※ちなみに運動施設（ジム）など利用すると年会費・利用料など
約 1 万円はかかります︕︕

この機会に是非ご利用ください (*^_^*)

ヘルシー教室案内
日付 場所 時間 内容

令和２年５月～
令和３年３月の水曜日

（各月１回）
宇検村総合体育館 ９︓３０～１１︓３０

アクアクラブ健康運動指導士による
ストレッチ体操や筋力トレーニング・
エアロビクスなどの有酸素運動

持ち物

タオル・お茶など

運動しやすい服装でお越しください

希望者は役場へお申し込みください
申込先　宇検村役場　保健福祉課
０９９７−６７−２２１２　担当︓川畑・濵田

　

現
在
、
世
界
中
で
流
行
し
て

い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
は
、
発
熱
、
の
ど
の
痛
み
、

咳
が
長
引
く
こ
と
︵
１
週
間
前

後
︶、
強
い
だ
る
さ
︵
倦
怠
感
︶

を
訴
え
る
方
が
多
い
こ
と
が
特

徴
で
す
。
高
齢
者
や
基
礎
疾
患

の
あ
る
方
は
重
症
化
し
や
す
い

可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

～
高
齢
者
の
ご
家
族
や

　
　
　
　
　

周
囲
の
方
へ
～

　

高
齢
者
の
方
は
、
発
熱
等
が

出
に
く
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ぐ
っ
た
り
し
て
い
る
、
食
欲
が

な
い
、
動
き
が
緩
慢
、
な
ど
に

も
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

う
つ
ら
な
い
、

　
う
つ
さ
な
い
た
め
に

　

手
洗
い
、
う
が
い
、
咳
エ
チ

ケ
ッ
ト
︵
マ
ス
ク
着
用
、
咳
を

す
る
時
に
ハ
ン
カ
チ
を
あ
て
る

等
︶
を
し
ま
し
ょ
う
。

「
換
気
の
悪
い
密
閉
空
間
」

で
「
人
が
密
集
」
し
「
近
距
離

で
の
会
話
が
行
わ
れ
る
」
場
所

で
は
感
染
が
心
配
さ
れ
て
い
ま

す
。
体
調
が
悪
い
と
き
は
、
人

の
集
ま
る
場
所
へ
行
く
こ
と
を

控
え
ま
し
ょ
う
。

体
力
維
持
に
も

　
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
！

　

で
き
る
運
動
を
続
け
ま
し
ょ

う
！
外
出
が
減
り
、
体
力
が
落

ち
る
こ
と
が
心
配
で
す
。

栄
養
と
睡
眠
を

　
し
っ
か
り
と
り
ま
し
ょ
う
！

　

３
食
バ
ラ
ン
ス
よ
く
と
り
ま

し
ょ
う
。
特
に
た
ん
ぱ
く
質
を

積
極
的
に
と
り
ま
し
ょ
う
。

　

十
分
な
睡
眠
を
と
り
、
規
則

正
し
い
生
活
習
慣
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

感
染
し
た
か
も
？
と
思
っ
た
ら

・
風
邪
の
症
状
や
３
７
．
５
度

以
上
の
熱
が
４
日
以
上
続
く

・
強
い
だ
る
さ
や
息
苦
し
さ
が

あ
る

　

こ
の
よ
う
な
症
状
が
あ
る
場

合
は
、ま
ず
下
記
の
「
帰
国
者
・

接
触
者
相
談
セ
ン
タ
ー
」
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

　

※
高
齢
者
や
基
礎
疾
患
が
あ

る
方
や
透
析
を
受
け
て
い
る

方
、
免
疫
抑
制
剤
や
抗
が
ん
剤

な
ど
を
用
い
て
い
る
方
や
妊
婦

さ
ん
は
、
こ
う
し
た
症
状
が
２

日
程
度
続
い
た
ら
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

　

症
状
が
こ
の
基
準
に
満
た
な

い
場
合
は
、
か
か
り
つ
け
医
や

お
近
く
の
医
療
機
関
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て

帰国者・接触者相談センター　０９９７−５２−５４１１（名瀬保健所）
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保
健
福
祉
だ
よ
り

特
別
障
害
者
手
当
及
び

障
害
児
福
祉
手
当
に
つ
い
て

　

重
度
の
障
害
者
又
は
障
害
児
に
対
し

て
、
そ
の
障
害
に
よ
り
必
要
と
な
る
特

別
の
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
手
当
が

支
給
さ
れ
ま
す
。
該
当
さ
れ
る
方
は
保

健
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

支
給
要
件

　

精
神
又
は
身
体
に
重
度
の
障
害
を
有

す
る
た
め
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時

の
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
に
あ
る
在

宅
の
２
０
歳
以
上
︵
障
害
児
福
祉
手
当

は
２
０
歳
未
満
︶
の
方
に
支
給
さ
れ
ま

す
。

支
給
月
額

　
　
　

令
和
２
年
４
月
か
ら

特
別
障
害
者
手
当　

２
７
︐
３
５
０
円

障
害
児
福
祉
手
当　

１
４
︐
８
８
０
円

支
払
時
期

　

原
則
と
し
て
毎
年
２
月
、
５
月
、
８

月
、
11
月
に
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま
で

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

所
得
制
限

　

受
給
者
若
し
く
は
そ
の
配
偶
者
又
は

扶
養
義
務
者
の
前
年
の
所
得
が
一
定
の

額
以
上
で
あ
る
と
き
は
手
当
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。

お
問
い
合
わ
せ

宇
検
村
役
場　

保
健
福
祉
課

☎
 ０
９
９
７
︲
６
７
︲
２
２
１
２

大
島
支
庁
瀬
戸
内
事
務
所
福
祉
課

☎
０
９
９
７
︲
７
２
︲
０
１
８
６

令
和
２
年
度
国
立･

県
営

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

障
害
者
委
託
訓
練
生
募
集
の
ご
案
内

訓
練
内
容

・
鹿
児
島
県
知
事
指
定　

介
護
職
員
初

任
者
研
修
課
程

(

※
研
修
修
了
の
認
定
に
は
、
筆
記
、

実
技
の
修
了
評
価
に
合
格
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。︶

・
そ
の
他
独
自
の
就
労
支
援
講
座

訓
練
実
施
場
所

奄
美
市
名
瀬
長
浜
町
５
番
６
号

奄
美
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
４
階
会
議

室
特
典

　

授
業
料
：
無
料　

※
教
材
費
６
︐
６
６
０
円
は
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
。

・
公
共
職
業
安
定
所
か
ら
受
講
あ
っ
せ
ん

を
受
け
ら
れ
た
方

雇
用
保
険
受
給
の
方
は
訓
練
期
間
中
は

失
業
給
付
金
等
が
給
付
さ
れ
ま
す
。

雇
用
保
険
を
受
給
さ
れ
て
い
な
い
方

は
︐
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
が
支
給
さ

れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
︐
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

障
が
い
を
お
持
ち
の
方
へ

の
障
害
者
窓
口
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

定
員　
７
人

訓
練
期
間

令
和
２
年
７
月
３
日
︵
金
︶
～

10
月
２
日
︵
金
︶

応
募
資
格

障
害
を
お
持
ち
の
方
で
︐
早
期
の
就
職

や
再
就
職
を
目
指
す
方︵
就
労
支
援
事

業
所
等
で
支
援
を
受
け
ら
れ
て
い
る
方

も
受
講
可
能
︶

募
集
期
間

令
和
２
年
４
月
27
日
︵
月
︶
～

５
月
29
日
︵
金
︶    

※
入
校
願
書
は
︐
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
、
鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
に

あ
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

障
害
者
職
業
訓
練
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　
　

　

深
川

　

〒
８
９
５-

１
４
０
２

　

薩
摩
川
内
市
入
来
町
浦
之
名
１
４
３
２

　

☎
０
９
９
６
︲
４
４
︲
２
２
０
６

Fax
０
９
９
６
︲
４
４
︲
２
２
０
７

国立公園内での行為について
平成 29 年に誕生した奄美群島国立公園区域内では、自然公園法に基づき、各種開発行為が規制されてい
ます。自分の所有地でも、開発行為等を行う場合は、事前に国や県への許可申請・届出の手続きが必要です。

手続きの必要な行為（一例）

第１種
特別地域

①工作物 ( 建築物を含む ) の新改増築
②木竹の伐採
③鉱物や土石の採取
④広告物の掲出
⑤野外での物の集積・貯蔵 ( 土石・廃棄物等 )
⑥開墾・土地の形状変更
⑦屋根・壁面の色彩の変更
　　　　　　　　　　　　　　など

第２種
特別地域

第３種
特別地域

特別保護
地区

特別地域の規制に加えて
①木竹の損傷
②木竹の植栽
③家畜放牧
④野外での物の集積・貯蔵
⑤火入れ・たき火
⑥動植物の捕獲殺傷等
⑦落葉・落枝の採取　　　　　　など

普通地域

①一定規模以上の工作物の新増改築
( 建築物高さ 13m 又は延面積 1000㎡、鉄塔
高さ 30m、送水管長さ 70m など
②鉱物や土石の採取
③広告物の掲出
④土地の形状変更　　　　　　など

海域公園
地区

①工作物の新増改築
②鉱物や土石の採取
③広告物の掲出
④海底の形状変更
⑤物の係留 ( 以上漁業に必要なものを除く )
⑥海面の埋立・干拓
⑦指定区域内での動力船使用　　など

• 行為の場所や内容によっては、許可ができない場合もあります。事前に下記お問い合わせ先にご相談ください。
• 申請・届出の様式、必要な添付書類、記載要領は、県のホームページに掲載されています。期間は通常約 1 ～ 3 か月を

必要とします。（書類に不備があった場合の補正の期間は除く）
• 令和 2 年 2 月 26 日から公園区域等が変更されているため、環境省のホームページ

　　（https://www.env.go.jp/press/107724.html)でご確認ください。
• 自然公園法の規定に違反しての行為や無許可での行為等については、罰則が設けられています。

クロウサギロードキル情報
奄美大島アマミノクロウサギ死体回収数

年／月 19/10 19/11 19/12 20/01 20/02 20/03

交通事故 5 1 6 2 0 2
不明・その他 3 5 1 6 9 3
合計 8 6 7 8 9 5
2019 年は交通事故 22, 不明 /その他 39, 計 61羽でした。
※ 2020年 4月 10日現在の数字です。未解剖の死体もあることから
内訳は変わる可能性があります。

　宇検村にはたくさんのアマミノクロ
ウサギが生息しています。私たちの集
落のすぐとなりで、彼らも同じように
生きているのです。
　ですが残念なことに、毎年多くのク
ロウサギが、車との衝突事故などに
よって命を奪われています。
　希少な動物たちと共存するため
に、日頃から思いやりを持った
運転を心がけましょう。

お問い合わせ先…
奄美群島国立公園管理事務所　（奄美大島・喜界島・与論島）　☎０９９７−５５−８６２０
奄美群島国立公園管理事務所徳之島管理官事務所（徳之島・沖永良部島）　☎０９９７−８５ー２９１９
大島支庁総務企画課　商工観光係　☎０９９７−５７−７２１５
行為地の市町村役場
許可申請書の提出先…　行為地の市町村役場

宇
検
診
療
所
か
ら
お
知
ら
せ

　

４
月
か
ら
惠　

浩
一
︵
め
ぐ
み　

こ
う

い
ち
︶
先
生
が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。
奄
美

市
名
瀬
出
身
・
鹿
児
島
大
学
卒
業
の
45
歳
。

幼
少
の
頃
、
阿
室
集
落
に
住
ん
で
お
り
、

宇
検
村
に
も
馴
染
み
の
あ
る
先
生
で
す
。

　

な
お
、
今
年
度
か
ら
惠
先
生
が
研
修
の

た
め
、
毎
週
水
曜
日
の
午
後
は
休
診
に
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

15 14広報うけん 2020.05 広報うけん 2020.05



〒
894-3392　

鹿
児
島
県
大
島
郡
宇
検
村
湯
湾
   　
　
  915

番
地
 / 電
話
：
0997(67)2211 / FAX：

0997(67)2262
発
行
：
宇
検
村
役
場
/編
集
：
企
画
観
光
課
　
  　
　
　
  / U
RL：

http://w
w
w
.uken.net  / M

ail：
kikaku@

uken.net

（令和 2年 3月末現在）
男　　　816 人
女　　　854 人
計　　 1,670 人
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ロ
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に
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野
由
里
子
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１歳おめでとう！

故
・
保
岡
興
治
先
生
の
奥

様
、
芳
枝
様
よ
り
、
宇
検
村
へ

二
十
万
円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
村
の
未
来
を
担
う

子
供
達
の
た
め
に
役
立
て
て
ほ

し
い
と
の
こ
と
で
す
。
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